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めざす子ども像(15歳の姿) 石川小・中学校や地域に誇りと感謝をもつ子ども

冬季小中合同研修会
冬季休業中の１月１０日（金）、小・中学校の先生方が小学校に集い、研修会を開催しました。

講師は現弘前大学教育学部教職キャリア支援コーディネーター特任教員（元弘前市立朝陽小学校

長）齋藤厚先生でした。齋藤先生からは『「学級づくり」「人づくり」』というテーマで、集団づ

くりをする上での教師の考え方や具体的事例などを分かりやすく、ユーモアを交えてお話くださ

いました。また、「子供たちは先生の笑顔が大好き」というメッセージもいただきました。これ

からの石川中学校区の子どもたちのために参考にしていきたいと思います。

３学期あいさつ運動

１月１５日（水）～１７日（金）の３日間、朝７時１５分より行われました。今年は少雪でし

たが、大変寒い中、小中学校の保護者、学校運営協議会委員、地域コーディネーターの皆様にも

ご協力いただきました。児童生徒、教職員も含めて、３日間でのべ約１００人が参加しました。

来年度も地域・保護者の皆様のご協力を賜り、声がけ・挨拶を通して子どもたちを見守っていき

たいと思います。

今年度の乗り入れ授業
今年度も、恒例になった中学校の先生方による、小学校６年生対象の乗り入れ授業を行いま

す。今年度は、次の３人の先生が行います。

授業者 月 日 内 容

後藤教諭 １月２８日（火） ・漢字の広場６「同じ訓をもつ漢字」（同訓異字の入門編）

【国語】 １月２９日（水） ・６日本の文化を考えよう「言葉は時代とともに」（昔の文学

作品に触れる。）

鳴海教諭 ２月１０日（月） 「世界の気候を見てみよう」

【社会】 ２月１２日（水） ※いろいろな気候の違い

２月１３日（木） 熱帯、乾燥帯、温帯、冷帯

太田教諭 ２月２５日（火） ・マット運動「マット運動の動きに慣れる」

【保体】 ２月２６日（水） ・マット運動「自分でできる技を確かめる」

乗り入れ授業・国語・後藤教諭の感想（1/28･29）
小学６年生（下巻）の教科書を使い、２回の授業を考えました。「同じ訓をも

つ漢字」は中学２年生の教科書で「同じ訓・同じ音をもつ漢字」として学習し

ます。ですから、「ベスト 10 に挑戦しよう」という「めあて」を立てて、時々
辞書を引きながら多くの漢字を制覇するように頑張りました。２時間目は、古

典作品や近代の作品を鑑賞する時間にしました。中学２年生で学習する正岡子規の短歌や中学３年生

で学習する「万葉集」の作品が既に扱われていることに驚きです。ここでは夏目漱石の「坊っちゃん」

と芥川龍之介の「吐子春」を比較しながら鑑賞しました。鑑賞するには、ふ

さわしい言葉が必要となりますが、「共感できる」「情景を想像できる」など

の言葉が飛び交い、きちんと言葉が育まれていることがうかがえました。二

つのグループに分かれて話合いや発表会を行いましたが、司会となるリーダ

ーが自然発生的に現れて進めている様子に感心しました。（後藤）



学校支援ボランティア活動
中学校では、恒例になった小田

桐さんによる調理実習支援のボラ

ンティア活動が３年連続して行わ

れました。また、今年から岩木町

にある岩木ファミリーバンドを主

宰している福士章逸さんのご厚意

により津軽三味線（音楽・和楽器）

の学習支援が行われました。

２月５日（水）、「令和２年度新入生 入学説明会」が行われました。２０名の６年生児童と

保護者の皆様さんが、大変寒い中、出席してくれました。今年は、体育館が非常に寒いというこ

と、スクリーンが壊れていること、図書室に児童・保護者の皆さんも収まる人数であるというこ

とで、図書室で実施しました。

校長からは右下のような趣旨の挨拶があり、その後、生徒会執行部による学校紹介、中学校の

学習・生活のルールに関わること、健康に関わることなどについて、中学校の先生方から詳しい

説明がありました。また、情報モラル教室も行われ有意義な説明会となりました。６年生の皆さ

んの話を聴く態度がとても立派で、集中力がある、というのが中学校の先生方の感想でした。

６年生の皆さん、入学式は４月６日です。それまでの間、中学校生活への心構えをしっかりと

もち、つなぎ教材にもしっかり取り組みまし

ょう。 今日は、中学校の学習や生活、その他に様々な活動に

ついて、説明がありますので、よく見て、聴いて、中学

校生活のイメージをもってください。

「令和」という時代になり、今年は東京オリンピック

・パラリンピックが開かれ、日本という国が一層、繁栄

するきっかけになる年です。石川中学校もそれにあやか

って、一層、繁栄する年になればよいと願っています。

学校が繁栄するということは生徒の皆さんが、様々な

場面で活躍し、成長するということです。皆さんも、中

学校１年生として、学習や部活動、生徒会活動に、もっ

ている力を存分に発揮し、さらに力を伸ばして成長する

ことを期待しています。そして、新2・3年生と共に新

しい石川中学校の歴史を築いてください。

そのためには、「準備」が大切です。気持ちの準備、「心

構え」が大切になります。そして、何よりも残り少ない

小学校生活を充実させることが最良の「準備」になりま

す。「準備」をしっかり行い、４月からの中学校生活を

スタートさせ、力強い一歩を踏み出すことを期待してい

ます。入学まで約６０日です。充実した日々を過ごしま

しょう。

「津軽甚句」（ドダレバチ）という盆踊

りなどで耳にする曲で学習し、バチの持ち

方や三味線のかまえ方など丁寧に教えてい

ただきました。講師の先生のすばらしい演

奏を間近で聴くことができて、津軽三味線

の魅力を存分に味わえた授業となりまし

た。音楽における「ひろさき卍学」となっ

たと思います。（川村）

１年生への支援の他に、朝食の役割や実習で使

われる食材に中学生に必要な栄養が多く含まれる

ことなど様々なことを教えていただきました。給

食とのバランスを考えてメニューも開発してくだ

さり、学ぶことが多い実習でした。ちなみに、献

立はハンバーグ、クラムチャウダー、にんじんの

グラッセでした。小田桐さんの支援のお陰で安全

・安心な楽しい実習になりました。（川村）

新校舎２階の

窓に歓迎の言

葉を掲示しま

した。

生徒会執行部が１

日の生活の流れや

部活動について紹

介しました。

ネットやゲームのやり過ぎに

よる目や脳に起こる弊害につ

いて、家庭のルールの確立な

どについて取り上げました。

髪型や服装など

について、説明

しました。


